
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ピアサポーターからのメッセージ」 完成！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「コロナ禍」と言われ月日は経ちました。様々な制限のある生活の中でも時間だけは経過していきます。 

 そのような状況でも何かできることはないかと模索し作成したものが上のチラシです。駿東田方圏域自立 

 支援協議会地域移行部会の活動のひとつとして、ピアサポーターが初めて精神科を受診する方、精神科病院 

 へ入院中の方など、仲間に向けたメッセージとして話し合いを重ね言葉を紡ぎ「ピアサポーターからのたより」

として完成しました。それぞれの立場を超えて何かを感じ考えるきっかけとなる言葉がそこにはあります。 

 今後各関係機関で目にする機会もあるかもしれません。言葉の持つ力をより多くの皆さんと共有できればと思

います。 

２月号 

２０２２年 

地域とあなたと私を結ぶ定期便 

令和 4年 2月１日 発行 

発行元：公益財団法人復康会 社会復帰事業部 

〒410-0811 沼津市中瀬町 17 番 11 号 TEL 055-931-0510 FAX 055-934-1697 
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マスコットキャラクター

『ふくまる』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         ゆめワーク職員（14名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ゆめワークは令和４年２月１日をもって開設２０周年

を迎えます。これもひとえにメンバーの皆様はもちろん、

家族会、ボランティア、行政や医療機関の方々等多くのご

支援ご協力のおかげです。誠にありがとうございます。 

「２０周年記念誌」を作成し、法人ＨＰにも掲載しますの

で、どうぞご覧ください。また新たな一歩を踏み出すゆめ

ワークを今後もどうぞ応援よろしくお願い致します！  

（ 青木 大輔 ） 

ゆめワーク 

かのん 

毎年恒例の「鏡開き」を１／１９（水）に行い

ました。少し遅い鏡開きになってしまいましたが、

お餅を焼き、お汁粉に入れると本当に美味しそ

う！寒い日だったので、心も体も温まりました。

今年の無病息災を祈願し、みんなで甘～いお汁粉

を食べました。コロナに負けず、今年も元気に働

きます。              （ 本田 幸江 ） 

コーポ狩野 

【クリーム・ド・クオーレ】に新しい職員が仲間入りしました！ 

  海野 明美    

・血液型／AB型  ・星座／おとめ座 ・好きな食べ物／キムチ 

・趣味／音楽を聴く。孫と遊ぶ。 

・今後の抱負／教えてもらったことを、まずは一つ一つ覚える。 

わからないことは素直に聞く。早くパソコン操作に慣れる！   

よろしくお願いします。 

年末、お弁当屋さんから『正月 3日間は休業します』との

お知らせが届きました。スタッフ一同「どうしよう」と頭

を抱えましたが、正月勤務するスタッフでメニューを考え

調理しました。年越しそばから始まり、おせち・和食・洋

食のバトンリレー。バラエティーにとんだ食事は好評でし

たが、食べ終わるとすぐに忘れてしまうのがコーポの 

良いところです。           （ 磯部 由香 ） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 

いとうの新年初行事は毎年恒例の書き初めです。年明け 4 日(火)～8 日

(土)の 1週間、その後も希望があれば書くことができます。参加は自由

なのでスタッフは必要であればお手伝いしつつ見守っていました。テー

マも自由なので自分の書きたい言葉をすぐに書く方もいれば、書道の本

を見ながら何を書こうか迷っている方もいました。メンバーさんが自由

に書いた作品は、それぞれ味が出ていて素敵でした。今年も多くの方に

ご参加いただきありがとうございました。作品はセンターの壁面に掲示

しています。お越しになった際は是非ご覧ください。 （ 福世 喜子 ） 

 今回表紙でご紹介した「ゆっくり生きる～ピアサポーターからのたより～」ですが、イラストをピアサポート連絡会会長

のＴ様、題字をその奥様のＭ様にお願いしました。お二人に込めた思いを伺いました。イラストは孤独を感じる一人の男性

が二人、三人となっていく姿が描かれています。発病した当時「真っ暗闇」だと感じていたＴ様。当時は病気のことで余裕

が無く「孤独」を感じる辛い日々でした。しかし徐々に当事者同士で知り合いになり友達が増え、「孤独」ではなくなって

現在はその存在の有難みを強く感じているそうです。「人間関係が増えることで、病気は小さくなる」という思いを込めて

くれました。Ｍ様も発病当時は「生きているのが申し訳ない」という気持ちになったそうです。しかし今では仲間と知り合

い、居場所を見つけたと感じていると話してくれました。「ゆっくり生きる」には「時間はかかるけどやっぱり生きていて

良かったと思える時が来る。焦らないで、急ぎすぎないで、命を繋いでいきましょう。ひとりぼっちじゃないですよ」 

という想いを込めてくれました。そんな想いのこもったチラシが、必要とする方の目に留まりますように…。（山下 圭美） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

いとう 

なかせ 

ひまり 
三島市では、毎週水曜日に「基幹相談支援センター連携会議」を開催しています。市内障がい 

児・者の相談支援事業所が集まり、最新情報の共有や自立支援協議会関係、事例検討、勉強会 

を行います。毎週テーマが異なり、普段触れる機会が少ない分野の情報も得ることができるた

め、新たな気付きを得ることも多いです。同じ役割を持つ仲間と、お互いの情報を共有して支援に役立てる、

悩みや困りごとを聞いてもらい一緒に整理をしてすっきりする、会議の進め方を参加しながら学ぶ等、自分

自身の振り返りや学びができる貴重な時間です。その人の人生における支援が途切れることなく継続する意

味でも、このような機会は大切と感じています。                   （ 山田 典子 ） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

 

富士市自立支援協議会では、「自分たちが参加できる勉強会をしてほしい。」という

要望におこたえして、１０月１日に開催された第１回全体会議で「ネットトラブル

にあわないために」と題して ZOOMで勉強会を開催しました。当日参加できない

方やもう一度聞きたいという方のためにオンデマンド配信も行いました。 

２月８日に第 2回全体会議で「防災講座 地震について」の勉強会を行う予定です。 

新型コロナウイルスの影響でみんなが集まることが難しい状況ですが、こうして少

しでも同じ時間を共有し、繋がっていければと思います。  （ 長谷川 真美 ） 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このまま収束に向かうかとの微かな希望を打ち砕き、急速に拡大を続けるオミクロン株に加え、頻

発する地震や火山噴火の自然災害。今年の豆まきは「全集中」で鬼を払ってやろうと思います。 

ふくむすび編集部 

 


